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｢国土のモニタリング｣の究極の目標 ・・・

国民：国民：サイトに掲載される情報を通して、国土
の実態と変遷を知る。

行政：行政：サイトに掲載される情報に基づき、国土
計画の課題を分析し、国民に提示する。

国民：国民：国土計画の課題を理解し、意見すべき
ことがあれば、サイトに掲載されている
情報に基づき意見する。
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ポイント ・・・・

国民と行政が、
サイトに掲載される同じ情報
を通して問題を共有し、
コミュニケーションをとる。
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問題 ・・・・

（１）データの出典に、国民が容易には入手しにく
いものがある。入手できても、インターネットで
アクセスできないものが多い。

（２）データの出典が、加工・集計された二次資料
である場合が多く、国民に公開されている最
も詳細な情報（一次資料）にアクセスできない。
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国民がもっと詳細な情報を知りたくても
不可能、あるいは非常に困難。
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問題 ・・・・

（３）国土全体で集計されており、地理的な分布
が分からない。
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どこでも、都市的土地利用への
転換面積は減っているのか？

どこでも、緑地が減っているのか？
どこでも、地価は下がっているのか？

・・・ 私の住む町ではどうなのか？

→ 国民が個々の視点から
国土や地域をモニタリングできない。
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課題 ・・・・

（１）国全体での集計データは、原データに
立ち返って可能な限り地理情報化し、
国民がサイトを通して、

・ 単年度のデータを

主題図や統計地図で表現したもの、

・ 地域別に再集計して

時系列グラフで表現したもの

を閲覧できるようにする。
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課題 ・・・・

（２）国土地理院の地形図、及び国の統計
については、国民がインターネットを通
して自由に閲覧できるようにする。
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地図と統計は、国土や地域の実態を整理す
るために、そして、多くの人がこれを共有す
るために、人類が考え出し、長い年月をか
けて発展させてきた情報媒体。
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統計について・・・統計について・・・

国民へ統計データを広く公開

・統計局の｢統計データ・ポータルサイト｣
や｢統計GISプラザ｣の利用が効果的。

・ ｢国土のモニタリング｣も、これらを利活用

することを強く意識して構築すべき。
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・｢土地の動向に関する年次報告｣は登録されていない 参考資料 ３

・｢都市計画年報｣は登録されているが内容を見れない

→モニタリングに必要な統計は積極的に公開すべき
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地形図について・・・地形図について・・・

・ 国土全域をカバーする最大縮尺の
地形図は1/25,000地形図。

1976（昭和51）年 離島を除いて完成
1983（昭和58）年 北方領土、竹島を除いて完成

→ 国土計画の基本図であるべき

＜補足＞

1/50,000地形図は大正時代末に全国整備完成
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1/200,000地勢図 参考資料 ３



17

地勢図｢東京｣内の1/50,000地形図、1/25,000地形図 参考資料 ３
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1/25,000地形図 ｢東京首部｣の一部
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1/25,000地形図 ｢高山｣の一部
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1/25,000 ｢与那国島｣の一部

1/25,000 ｢京都東北部｣の一部
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1/25,000 ｢東京首部｣の一部

1/25,000 ｢船泊｣の一部
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地形図について・・・地形図について・・・

国民への地形図の公開

・ ｢電子国土｣の利用が効果的。

・ ｢国土のモニタリング｣も、これを利活用

することを強く意識して構築すべき。
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・掲載されている地形図は基本的に1/25,000地形図のみ 参考資料 ３

・過去の地形図は掲載されていない
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電子国土を利用した電子国土を利用した
国土のモニタリングの課題国土のモニタリングの課題

・ 過去の1/25,000地形図を掲載する。

→ モニタリングにとって極めて重要

・ 必要な地域においては、

大縮尺地形図の掲載も進める。
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国土地理院ＨＰ国土変遷アーカイブ空中写真閲覧システム 参考資料 ３

→ 時系列的公開、電子国土（地形図）との連携の強化
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＜まとめ＞

重要なことは ・・・・

国民と行政が、
サイトに掲載される同じ情報
を通して問題を共有し、
コミュニケーションをとる。
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（原則）国民に広く公開されている情報を

通して国土のモニタリングを行う。
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｢国民に広く公開されている｣

情報を利用する

最たる例 ・国土地理院の地形図
・国（各府省）の統計
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・電子国土

・統計データ・ポータルサイト

などの有効利用
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国土のモニタリングには、

現在では未だ｢国民に広く公開

されていない｣情報も必要
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必要な情報を見究め、

・電子国土

・統計データ・ポータルサイト

などを通して、積極的に公開


